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１．総 括 

令和２年度は、4月 6日に新型コロナウイルス感染症拡大防止の緊急事態宣言が 7都道府県に出され、

4月 16日には全国に拡大となり、４月、５月の２か月間、外出の自粛や休業等、小中学校の臨時休校、

公共施設は休館・利用停止となり、事業の延期・中止が相次ぎ、事業活動を大幅に見直す必要が生じ

ました。 

  また、緊急事態宣言解除後、いったん動き出した地域福祉活動も、新型コロナウイルス感染症の第

２波(８月)、第３波(年末年始)の影響を受け、また停滞してしまいました。 

一方、3 月 25 日から、新型コロナウイルス感染症の影響による収入減少でお困りの世帯に、生活福

祉資金特例貸付の業務が開始され、収束の見えない新型コロナウイルス感染症の生活への影響は大き

く、貸付受付期間の 3度の延長、再貸付の導入など、令和 3年 6月末まで貸付業務を継続しています。 

このような中、市社協は、未知の病という共同の困難に、市民が互いに助け合い、共同の責任とし

て立ち向かう地域コミュニティを再創造することが必要と考え、コロナ禍でも、地域住民や地域まち

づくり協議会や学区社会福祉協議会、民生委員・児童委員をはじめ地域の多様な関係者との連携を強

化し、「今できること」を掲げ、新型コロナに負けない、地域福祉活動の火を消さない、たとえ小さな

活動でも、やがて大きな炎になる支援を進め、「地域共生社会」を形成する活動を進めました。 

 

１．住民が主体となって進める地域福祉活動推進の支援 

・高齢者等を地域で支える仕組みづくりを考える「学区医療福祉を考える会議」を含め、１４学区

に８８４回地域に出向き、住民の皆様とともに地域の課題を共有し、住民のよきパートナーとして、

今できることへの取り組みを支援しました。 

２．ボランティアセンターの機能強化 

・158の地域サロン活動の火を消さないため、活動助成金を今年度に限り年間開催回数を５区分に分

け助成しました。また、感染予防対策物品(消毒液など)を活動応援「まごころ便」として、お届け

しました。 

 ・「サロンでできるマスクケースづくり」講習会を行い、活動を絶やさない支援を行いました。 

・第３回福祉教養大学を開催し、担い手の育成に努めました。また、大学院生の実践の場として、

第９回ボランティアフェスティバル「あなたのための音楽祭」を開催していただきました。 

３．身近な居場所づくりの推進 

・コロナ禍で頑張る児童育成クラブや福祉施設等に、春夏秋冬の４回のフードドライブを中心に、

個人や企業の皆様の善意でいただいた、米１２１９．６４㎏、野菜、干物等２６００品目を５回の

応援「まごころ便」などを通じて、多くの方に善意を届けさせていただきました。 

４．生活福祉資金特例貸付業務 

 ・１年を超える貸付受付期間中、緊急小口資金、生活支援資金の貸付を利用者の立場に立ち、また 

関係機関と連携しながら、スピードのある取り組み事務を進めました。 

  総取扱件数 約２，８００件  １０億５，７２５万円 

 

 

 

 

 

 

 



[2] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたのための音楽祭（2020.10.14） 
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２．事業報告 

(１)地域福祉活動の周知・啓発 
 

見える社協、魅せる社協活動をめざして広報し、住民への啓発を行い、地域の福祉力アップ

を図ります。 

 

●広報紙「社協くさつ」発行事業               2,096,242 円 
  市社協広報紙「社協くさつ」を年４回発行し、市社協事業や住民の福祉活動の啓発に努めました。 

 ○令和２年７月１日号（Ｎｏ．１６５） …草津市福祉教養大学、くさつ通信、令和２年度事業計画

予算、令和元年度決算、フードバンク事業、寄附付き名

刺、心配ごと相談所、もしもし電話ご案内、はーいボラ

ンティアセンターです！等 

 ○令和２年９月１５日号（Ｎｏ．１６６）…まごころ便、地域のふれあいの場づくり助成事業、はー

いボランティアセンターです！、フードバンク事業、く

さつ通信、草津市福祉教養大学 大学院リポート、賛助

会員の紹介、賛助会員応援ステッカー紹介、生活支援員

募集、もしもし電話ご案内、心配ごと相談所等 

 ○令和２年１１月１日号（Ｎｏ．１６７）…南笠東学区地域支え合い送迎、地域で行われている居場

所づくり取材、第 3 弾まごころ便、民生委員・児童委員

って？、草津市福祉教養大学、はーいボランティアセン

ターです！、災害ボランティアセンター運営訓練のお知

らせ、くさつ通信、フードバンク事業、歳末たすけあい

見舞金について、共同募金、もしもし電話ご案内、心配

ごと相談所等 

 ○令和３年３月１５日号（Ｎｏ．１６８）…ふくちゃんマスクプロジェクト、はーいボランティアセ

ンターです！、賛助会員の紹介、フードバンク事業、社

会福祉功労者表彰、草津市福祉教養大学、くさつ通信、

義援金・共同募金実績、草津市赤十字奉仕団員募集、共

同募金ありがとうメッセージ、移転のお知らせ等 

 

 

●ホームページ運営事業                    324,500 円 
  ホームページの更新やトピックス枠にて、フードバンクや寄附金等の最新情報を発信し、募集啓発

と実績の報告に努めました。 

○令和２年４月１日から令和３年３月３１日までのホームページ閲覧状況 

アクセス総数…６４，０６２件 

 

 

 

 

 

 

【発行部数 ５８，５５０部】 

【発行部数 ５８，７００部】 

【発行部数 ５８，７００部】 

【発行部数 ５８，７００部】 
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●社会福祉功労者表彰式典                   193,082 円 

長年活躍している地域福祉活動者やボランティアに対してその功績を称え表彰し、活動を応援する

とともに、社会福祉の向上のため寄附された個人や団体に感謝の意を表しました。 

また「滋賀県共同募金会会長顕彰」として、長年にわたり共同募金運動の推進に尽力され、本県民

間社会福祉事業の発展に大きく貢献された個人や団体の表彰と、赤い羽根共同募金運動に多額のご寄

附をされた法人に感謝の意を表しました。 

  開催日：令和２年１１月２８日（土） 

  場 所：草津市役所 ８階大会議室 

【社会福祉功労者表彰】 

 内      容 被表彰者  

表彰状 民生委員・児童委員として９年以上地域福祉活動の推進に寄与された方々 １人 

長年にわたり社会福祉協議会、社会福祉施設および民間社会福祉事業関

係団体等の役員として地域福祉活動の推進に尽力された方々 
２人 

長年にわたり率先して活動を行い、社会福祉活動の推進に寄与した者 １７人 

長年にわたり社会福祉活動の推進に寄与した団体 １４団体 

福祉活動推進校として授業および活動等に尽力された学校 ２校 

長年にわたり社会福祉の向上のため多額の寄附をいただいた団体 １団体 

感謝状 
社会福祉の向上のため寄附をいただいた方々 ６人 

社会福祉の向上のため寄附をいただいた団体 ２１団体 

 
【滋賀県共同募金会会長顕彰】 

 内      容 被表彰者 

表彰状 長年にわたり共同募金運動の推進に尽力され本県民間社会福祉事業の

発展に大きく貢献された団体 
１団体 

感謝状 

赤い羽根共同募金運動の趣旨に賛同して多額の寄附をされ本県民間社

会福祉事業の発展に大きく貢献された団体 
１団体 

赤い羽根共同募金運動の趣旨に賛同して毎年寄附をされ本県民間社会

福祉事業の発展に大きく貢献された法人 
１団体 

 

●近所力アップ講座（出前講座）                  1,200 円 

地域に職員が出向き、より身近な福祉の専門職として、住民同士のつながりや地域福祉活動の大切

さを伝えました。 

合計参加者：約４８人  

№ 学区 開催日 内容 依頼団体 参加者 

1 玉川 令和２年１１月７日（土） 
民生委員・児童委員活動と草津市社

協の関わりや連携について 

玉川学区民生委員

児童委員協議会 
１８人 

2 ― 令和３年２月１６日（火） 
草津市社協のコロナ禍での取り組み

について 

草津市更生保護

女性会 
約３０人 
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●「ふくちゃん」啓発                      15,000 円 
ボランティアフェスティバルをはじめ、イベントにふくちゃんを派遣し、草津市内の地域福祉活動に

ついて啓発を行いました。また、ふくちゃんの啓発をはじめ市社協の PRとともに、ボランティア活動

の活性化や、新たなボランティアを発掘し、身近に感じられるボランティアとして、ふくちゃんマスク

プロジェクトを企画し、１２月より実施しました（詳細はふくちゃんマスクプロジェクトを参照）。 

№ 開催日 内容 依頼団体 

１ 
令和２年 

 １０月１０日（土） 

南笠東学区地域支えあい運送支援事

業協定書調印式 
― 

２ 
令和２年 

 １１月１４日（土） 

第９回ボランティアフェスティバル 

～あなたのための音楽祭～ 
― 

３ 令和２年 

 １２月１日（火） 
クリスマス会 

志津地区民生委員児童委員協

議会 

４ 令和２年 

 １２月２１日（月） 
クリスマス会 志津社会福祉協議会 

 

                    

●「広報くさつ」点字版作成・配付事業             285,000 円 
視覚障害があり、広報「くさつ」点字版の配付を希望される方に、毎月１日号を基本に点訳し、郵

送しました。点訳は草津点字グループ「あゆみ会」にお願いしました。 

 

配付対象 配付先人数等 配付数 

視覚障害者 ３人 ４８部 

障害者福祉センター １カ所 １２部 

 

●社会を明るくする運動                    39,000 円 

  法務省の主唱により、すべての国民が犯罪防止と、罪を犯した人たちの更生について理解を深め、

それぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない明るい社会を築く目的で各関係機関・各団体が運動

に関する啓発と作文コンテストを実施しました。 

 協力団体：草津市、草津保護区草津支部保護司会、草津市青少年育成市民会議、草津市更生保護女性 

会、草津市ＢＢＳ会、草津警察署生活安全課、草津市青少年補導委員会、草津市教育委員 

会、草津市学区・区社会福祉協議会会長会 

○街頭啓発 

  新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止としました。 

○作文コンテスト 

  応募校：１校（玉川中学校） 

  応募作品数：５３点 
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(２)地域福祉力の向上 

 

地域福祉力の向上と住民主体の地域福祉活動の発展のため、その基礎となる人づくり、

またその人を支援する体制をつくります。 

 

●第３回草津市福祉教養大学                  649,612 円 
地域の担い手不足と言われている現状を打破し、地域福祉活動者のすそ野を広げることを目的に、

これまでの講座内容をリニューアルした「福祉教養大学」を実施しました。今年度はコロナ禍のため、

定員を昨年度の半数の５０人とし、「心を揺らせてみませんか」をテーマに、幅広い分野の講師に講演

いただき、今まで福祉に興味がなかった方にも多くご参加いただきました。また、５講座全てを受講

された方々には、卒業証書を授与し、今後の活動の励みにしていただきました。 

さらに、前年度の５講座すべてを受講された方がさらに活動を実践していく場として、大学院を昨

年に引き続き開校しました。今年度は自分たちにできる活動の第１歩として「ボランティアグループ

ふくちゃん」を立ち上げ、草津市社協よりコロナ禍でできる実践活動の課題として、「あなたのための

音楽祭（第９回ボランティアフェスティバル）」と「地域サロン交流会への協力等」を提案し、取り組

みを進めました。 

【第３回草津市福祉教養大学 基礎課程】                 延べ参加者：１５２人 

 開催日 内容・講師 参加者 

入学式 

第１講座 

令和２年 

８月２１日（金） 

写真が語るいのちのバトンリレー 

・講師：写真家・ジャーナリスト 國森康弘さん 
２４人 

第２講座 
令和２年 

９月１７日（木） 

老いを支える医師からみた人生観 

・講師 

おぐまファミリークリニック院長 小熊哲也さん 

・コーディネーター 

草津市老人クラブ連合会事務局 小枝美代子さん 

２３人 

第３講座 
令和２年 

１０月１５日（木） 

専門職と地域のくらし∼知っているだろうか私たちの思い∼ 

・コーディネーター 

 龍谷大学社会学部現代福祉学科教授 筒井のり子さん 

・パネリスト 

 草津ゆうひ法律事務所弁護士 浅井勇希さん 

 玉川地域包括支援センター所長 嶋村謙太さん 

 草津学区社会福祉協議会会長 中村陽子さん 

３７人 

第４講座 
令和２年 

１１月５日（木） 

一部「地域共生社会の実現に向けた思い」 

・講師：厚生労働省社会･援護局地域福祉課 石井義恭さん 

厚生労働省社会･援護局地域福祉課 与那嶺一貴さん 

二部「健幸に生き抜く力」 

・講師：浜本内科医院院長 浜本徹さん 

２４人 

第５講座 
令和３年 

２月１２日（金） 

地域と共に生きる∼私たちの活動を知ってください∼ 

・コーディネーター 

 草津市社会福祉協議会常務理事 奥村嘉英 

・パネリスト 

 志津南学区社会福祉協議会会長 上田恒章さん 

 西方寺副住職･介護福祉士 牧哲玄さん 

 地域サロン活動者･民生委員児童委員 出呂町馨さん 

１８人 

卒業式・ 

大学院実

践発表会 

令和３年 

３月１２日（金） 

卒業式 

・大学、大学院卒業証書授与、卒業生と講師代表あいさつ 

大学院実践発表会 

・１年間の実践のあゆみ動画、大学院生より一言発表 

 ２６人 

 ＊第３回草津市福祉教養大学卒業生 １２人 
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【第２回草津市福祉教養大学 大学院】 

実践活動 

○あなたのため音楽祭 

音楽祭を開催する目的： 

① 新型コロナウイルス感染症拡大防止のためコンサート等の制限がかかり、市民は行き場所がな

く、不安や孤独・孤立を感じている人もおられ、少しでも笑顔になれる機会・外出する機会を

つくりたい。 

② 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、音楽ボランティアグループの発表の場がなくなり、

活躍の場を提供することにより、ボランティアの活性を図るために実施したい。 

日 時：令和２年１１月１４日（土） 午前の部⇒１０：００～１１：３０  

                    午後の部⇒１３：３０～１５：００ 

場 所： 草津市立草津アミカホール 

出 演： 音楽ボランティアグループ６グループ（４５人） 

参加者： 事前申し込み制 午前の部⇒参加者１６組２６人 

午後の部⇒参加者５組１２人 

 

○市社協主催地域サロン交流会への協力 

日 時：令和２年１０月１４日（水）１３：３０～１５：００ 

場 所：草津市社会福祉協議会 

内 容：クリアファイルでマスクケース作り講座の講師 

※地域サロン交流会に参加できなかった地域サロンからの依頼で、マスクケース作りの出前講座を行

いました。今後も、地域サロンからの依頼があれば、ボランティアとしてこの活動を継続していく

予定です。 

１１/１１   矢倉学区の地域サロン「げんぽなかま」で出前講座 

１１/２５   笠縫東学区の地域サロン「ぼちぼちの会駒井沢」で出前講座 

１２/３    笠縫東学区の地域サロン「平井よごむ会」で出前講座 

２/３、３/３  ボランティアグループ「たすけ愛隊ママの手」で出前講座 

                      

 開催日 内容 参加者 

Practice

1 

令和２年 

  ７月９日（木） 

オリエンテーション 

・草津市社協と大学院について学ぼう 

・事務局から実践活動課題提供、グループ分けをして企画を

進めよう 

９人 

Practice

1-Ａ 

令和２年 

 ７月２０日（月） 

【グループ別検討】 

・実践活動「あなたのための音楽祭」について考えよう 

・当日の開催場所や参加者等の検討をしよう 

５人 

Practice

1-Ｂ 

令和２年 

 ７月２２日（水） 

【グループ別検討】 

・実践活動「あなたのための音楽祭」について考えよう 

・当日のプログラム、音楽ボランティアグループを決めよう 

４人 

Practice

2 

令和２年 

  ８月７日（金） 
グループ別で進めてきた企画を共有しよう ８人 

Practice

2-Ａ 

令和２年 

 ８月７日（金） 【グループ別検討】 

・実践活動「あなたのための音楽祭」について考えよう 
５人 

令和２年 

 ８月１７日（月） 
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Practice

2-Ｂ 

令和２年 

８月７日（金） 【グループ別検討】 

・実践活動「あなたのための音楽祭」について考えよう 
４人 

令和２年 

 ８月２６日（水） 

Practice

3 

令和２年 

９月９日（水） 
・実践活動「あなたのための音楽祭」の企画内容と役割を考

えよう 

・当日配布資料を作成しよう 

８人 

Practice

4 

令和２年 

１０月７日（水） 
９人 

Practice

4（2） 

令和２年 

１０月１４日（水） 

【実践活動】市社協主催地域サロン交流会 

・クリアファイルを活用したマスクケース作り体験への協力 
７人 

Practice

4（3） 

令和２年 

１０月２１日（水） 
・実践活動「あなたのための音楽祭」の再確認をしよう 

９人 

Practice

4（4） 

令和２年 

１１月４日（水） 
９人 

Practice

4（5） 

令和２年 

１１月１４日（土） 
【実践活動】「あなたのための音楽祭」 ９人 

Practice

5 

令和２年 

１２月９日（水） 
・実践活動「あなたのための音楽祭」の振り返りをしよう ８人 

Practice

5（2） 

令和３年 

  １月８日（金） ・実践発表会について考えよう 

・今後の進路について考えよう 

８人 

Practice

5（3） 

令和３年 

 ２月１９日（金） 
５人 

  ＊第３回草津市福祉教養大学大学院卒業生  ６人 

＊ボランティアグループ「ふくちゃん」結成 ７人 

 

●福祉委員設置促進                       1,000 円 
「福祉委員の手引き」をもとに学区社協との協働により学習会を開催し、福祉委員活動が効果的に

行われるよう支援しました。また、福祉委員活動をより円滑に進められるよう、希望される学区に市

社協会長と学区社協会長の連名で委嘱状を交付しました。 

【研修支援】                              合計参加者：３８人 

№ 学区 開催日 内容 依頼団体 参加者 

１ 草津 
令和２年 

 １１月９日（火） 
福祉委員活動について 草津学区社会福祉協議会 １６人 

２ 草津 
令和２年 

 １１月１６日（火） 
福祉委員活動について 草津学区社会福祉協議会 ２２人 

市内合計４６９人のうち、委嘱状交付学区は４学区・合計１５５人。 

・志津学区 １３人  ・草津学区 ５５人 ・老上西学区 ３１人 ・笠縫学区 ５６人 

 

●介護予防サポーターポイント制度              2,838,660 円 

  高齢者の社会参加、いきがいづくり活動を促進し、介護予防の普及啓発を図るとともに、介護予防

サポーター自身の介護予防を図る目的で、草津市が平成２８年度から実施している事業を受託し、市

と協働して実施しました。 

 ・介護予防サポーター登録者数：５７人 

 ・介護予防サポーター付与ポイント総数：１，８２１ポイント 

（令和２年１月１日～１２月３１日までの活動を対象） 
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●地域サロン活動支援                    9,416,391 円 

地域サロン活動を通して、高齢者の見守り活動を推進し、身近な場所で支え合う関係づくりを目的

として、高齢者の介護予防と自立を促進するためにサロン活動の拡充に努めました。 

・新たに設置された地域サロン     ５団体 

・解散した地域サロン         ３団体 

・運営相談並びに情報提供      １７８件 

・地域サロン訪問            ５件       

・地域サロンとボランティアの需給調整  ７件 

 

【年度別サロン数】 

 

 

 

 

 

【地域サロン参加者・活動者状況】 

 

【学区別地域サロン開催状況】 

 

令和２年度 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 

１５８サロン １５５サロン １５７サロン １５６サロン 

 令和２年度 令和元年度 

年間参加者延べ人数 ５０，６３５人 ７５，８３９人 

年間運営ボランティア数 １４，０２３人 ２０，７７４人 

学区・区 
開催数（団体） 運営 

ボランティア数 

（人） 

参加者 
（延べ人数）

（人） ０～４ ５～９ １０～１４ １５～１９ ２０以上 

志 津 ０ ０ ０ ４ １１ １，６６８ ６，１２４ 

志津南  ０ １ １ ２ ６ １，５２２ ６，７３４ 

草 津 ０ ０ ０ １ ９ １，０３３ ４，４５０ 

矢 倉  １ ０ ２ １ ６ １，１０７ ４，１７７ 

大 路 １ １ ０ ２ ６ ４５７ ２，７２６ 

渋 川 ０ ２ ０ ０ １０ １，１５７ ３，０７６ 

老 上 ２ ０ １ ０ ４ ５２８ ２，４３８ 

老上西 １ ０ ０ ０ ６ ３７８ ２，３３２ 

玉 川 ０ １ ０ １ ９ １，１１０ ３，６１２ 

南笠東 １ １ ０ ０ ４ ３３７ ９２９ 

山 田 ０ ０ ３ １ １４ １，３７４ ４，８３５ 

笠 縫 ２ １ ２ ０ １２ １，５２３ ５，６２４ 

笠縫東 ０ １ ２ ４ ２ ７９６ １，２２２ 

常 盤 ２ ０ ４ ３ ７ １，０３３ ２，３５６ 

計  １４，０２３ ５０，６３５ 



[10] 

 

●地域サロン活動備品貸出                    
地域サロンの活動内容の充実や、地域サロンの啓発を目的としてサロン活動備品の貸出をしました。 

地域サロン貸出備品 貸出数 

回想かるた ３件 

唱歌カルタ ３件 

四字熟語合わせ １件 

麻雀セット ６件 

ミュージックベル ９件 

介護予防貸出備品 貸出数 

大型バランスゲーム １件 

低床型玉入れ（１色１台） １件 

シャッフル＆ゴルフセット １件 

足踏みマット １件 

ニューカラーボーリング ２件 

超飛びジャンボ黒ひげ危機一発 ３件 

社協文庫 貸出数 

里みちこさん詩集 ２件 

 
●地域サロン交流会                      56,246 円 

今年で１２年目を迎える地域サロン交流会では、これからも続く「マスク着用社会」のなかで、「マ

スクを持ち運ぶケース」「食事などをする際に保管するケース」などの作り方を学び、地域サロンの活

動メニューとして活用していただき、高齢者の新しい生活習慣となりえる交流会として定員５０人で

実施しました。 

     開催日：令和２年１０月１４日（水）１３：３０～１５：００  

場 所：草津市社会福祉協議会 

    内 容：「クリアファイルでマスクケースを作ろう」 

            ～サロンで作るマスクケースの作り方～ 

    講 師：ボランティアグループふくちゃん７人     

    参加サロン：２９サロン ４９人（男性：３人 女性：４６人） 

 

●素敵なまごころ便  重点                       269,754円 
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため地域サロン支援事業、とく・得バスツアーが中止せざる

を得なくなり、高齢者の外出の場が失われ、孤立化も懸念されました。 

そこで市社協は、地域サロン参加者の方々に「心豊かに暮らしにゆとりを届けたい」と「地域サロ

ンと参加者のつながりづくり」という思いから、「素敵なまごころ便」を実施しました。 

 

〇第一弾まごころ便 

まごころ便では、①詩人 里みちこさんの詩  

        ②特定非営利活動法人アイ・コラボレーションとのつながりポストカード 

        ③市社協応援メッセージ（地域サロン代表者一言メッセージ） 

        ④福祉パズル＆市長寿いきがい課 元気でいるためのポイントチラシ  

        ⑤収集ボランティアのチラシ をお届けしました。 

いろいろな方々とのつながりでサロンの参加者に笑顔になっていただきました。 
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 ６２サロン、１，８８３人の参加者に届けていただきました 

学区 
配付数 

/全体数 
配布数 学区 

配付数 

/全体数 
配布数 学区 

配付数 

/全体数 
配布数 

志津 ８/１５ １８４ 矢倉 ４/１０ ９９ 山田 １７/１７ ４００ 

志津南 ２/９ ３０ 老上 ３/７ ９０ 笠縫 ４/１７ １８６ 

草津 
１/１０ 

学区配食 

３５ 

２００ 
老上西 ２/７ ９０ 笠縫東 ４/９ １３４ 

渋川 ５/１２ １５２ 南笠東 ４/６ １２６ 常盤 ３/１６ ６５ 

大路 ２/１０ ８ 玉川 ３/１０ ４９ 合計 ６２/１５５ １， ８８３ 

 

〇第二弾まごころ便 

 三密を避け、地域福祉活動を再開される活動者の皆さまの前向きな気持ちの後押しができればと考

え、地域福祉活動に参加していただく方々に、安心と安全のまごころを届ける地域福祉活動応援「ま

ごころ便」を賛同していただいた企業からの寄附で配布しました。 

 地域サロン（１５５サロン）への配布物 

① 市社協会長メッセージ        ②熱中症×新しい生活様式チラシ 

② 市社協作成脳トレ「福祉パズルでＧＯ」   

④ 飲料８本（コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社）   

⑤ 次亜塩素酸液（有限会社管財技研）  ⑥アルコール除菌シート（株式会社阪急オアシス） 

⑦ 大人用マスク（市役所） 

子ども食堂（８団体）への配布物 

① 市社協会長メッセージ       ②熱中症×新しい生活様式チラシ   

② 次亜塩素酸液（有限会社管財技研） ④アルコール除菌シート（株式会社阪急オアシス） 

⑤ 小マスク  

 

〇第三弾まごころ便 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、三密を避けながら、苦悩の中で利用者のために頑張っ

ておられた福祉関係施設・事業所、児童育成クラブを応援できればと考え、草津市社会福祉協議会

地域福祉活動計画の理念である「こころ温かく 支えあい 住み続けたい 福祉のまち・くさつ」

の実現の一歩として、第三弾「まごころ便」を配布しました。 

７４団体に案内を出し、申し込みのあった福祉関係施設２０か所、児童育成クラブ１４か所にお届

けしました。 

施設・事業所には、少しでも安心をお届けできればと市社協会長メッセージ、次亜塩素酸液、入浴

剤をお届けし、児童育成クラブには、市社協会長メッセージ、次亜塩素酸、おりがみ（普通）、おり

がみ（大判）、画用紙と子ども達が楽しめるものをお届けしました。 

 

〇第四弾まごころ便 

 第二弾同様、三密を避け、地域福祉活動を展開される１４学区・区社会福祉協議会の活動者の皆さ

まの前向きな気持ちの後押しができればと考え、消毒液や飲料をお届けする学区社協応援「まごころ

便」を実施しました。 

〇第五弾コロナに負けない「炊き込みご飯でまごころ便」 
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 草津市赤十字奉仕団と草津市社会福祉協議会がコラボして、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

観点から活動が困難な状況にある高齢者サロンに参加される皆さまに笑顔になっていただきたいと

いう気持ちから、「炊き込みご飯」を作ってお渡しし、喜んでいただきました。 

     炊き込みご飯配布日  １０月１２日（月） １８サロン  ３４５個 

                １０月２２日（木） １６サロン  ３１４個 

                １０月３０日（金） １２サロン  ３１２個   計 ９７１個 

 

〇第六弾まごころ便 

 コロナ禍の最前線で細心の注意を払いながら、日々奮闘されている福祉関係施設や地域の活動者の

方々に対し、企業や団体からご寄附いただいた物品等を「まごころ便」としてお渡しし、市内で頑張

っておられる活動者を応援しました。 

 第六弾でも「まごころ便」を通して、地域の活動者と地域福祉活動団体や企業の方々の温かな善意

の気持ちをつなぎ、このような時だからこそ、人と人との「絆」を紡いでいきたいと改めて考え、こ

の取り組みを実施しました。 

  まごころ便案内先 ：５３団体 （福祉関係施設：２４団体  児童育成クラブ：２９団体）中 

  まごころ便お渡し先：２０団体 （福祉関係施設： ６団体  児童育成クラブ：１４団体） 

 

○第七弾まごころ便 

 新型コロナウイルスの第四波が懸念される中、草津市内の働くひとり親世帯に応援ができないか、

ということで、草津市内のひとり親世帯（令和２年度歳末たすけあい見舞金対象者）のうち、１５歳

以下の子どもが３人以上いる世帯にランチボックス（チキンと野菜カレー、サフランライス添え）を

４５食提供しました。ランチボックスについては、この活動に賛同いただいた一般社団法人全国日本

司厨士協会滋賀県本部とフジノ食品㈱にご協力いただきました。 

  案内送付先：９世帯４４人  配布先：６世帯（３１人） 

 

●ふくちゃんマスクプロジェクト                165,000 円 
 手ぬぐいからマスク、クリアファイルからマスクケースを作ることでボランティア活動の活性・活躍

の場を広げ、個人ボランティアの育成や新たなボランティア団体等の立ち上げアイテムに活用すること

を目的にマスク・マスクケース作成の依頼また出張講座に出向き、ボランティア活動の活性に努めまし

た。 

出張講座 

 

 

マスク作成団体 

 〇草津市赤十字奉仕団     〇草津市教養大学院ボランティアグループ「ふくちゃん」      

 〇ほほえみ会         〇草津学区社協拠点立ち寄りカフェ「ゆかい家」ボランティア 

                       ３/３１現在 ５６２枚作成(うち販売数７６枚) 
                         

マスクケース作成団体                 

 〇たすけ愛隊 ママの手    〇老上西学区健康推進員会      

 〇草津市教養大学院ボランティアグループ「ふくちゃん」     

                       ３/３１現在 １６７個作成（うち販売数５９枚） 

                         

マスク出張講座 マスクケース出張講座 

４回 ３回 
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●地域支え合い運送支援                   1,358,316 円 
  地域の活動団体が主体となって実施する移動困難者のボランティア運送事業を支援するため、活動

者や、活動に関心のある市民を対象とした安全運転講習会を実施し、安全に事業運営していただける

よう努めました。 

また、新たに南笠東学区で事業が開始されるにあたり、実施に向けて要綱の作成等の支援を行いま

した。さらに、新たな学区での事業実施にあたって協定書調印式を開催し、南笠東学区と協定を結び、

事業の周知も図りました。 

 〇実施学区 

  ・志津南学区（事業主体：志津南学区まちづくり協議会）  

※平成２６年９月より事業実施【ダイハツタントを貸与】 

・山田学区（事業主体：山田学区社会福祉協議会）   

※平成２６年１１月より事業実施【トヨタヴィッツを貸与】 

  ・老上学区・老上西学区（事業主体：老上学区社会福祉協議会・老上西学区社会福祉協議会） 

    ※平成３０年４月より事業実施【ダイハツタントを貸与】 

  ・南笠東学区（事業主体：南笠東学区社会福祉協議会） 

    ※令和２年１０月より事業実施【ダイハツタントを貸与】 

 

 

○南笠東学区地域支え合い運送支援事業協定書調印式 

開催日：令和２年１０月１０日（土） 

場 所：草津市社会福祉協議会 

参加者：２７人 

 

 

 志津南 山田 老上・老上西 南笠東 

事業主体 
志津南学区 

まちづくり協議会 山田学区 

社会福祉協議会 

老上学区・老上西学区 

社会福祉協議会 

南笠東学区 

社会福祉協議会 

実施主体 
志津南学区 

社会福祉協議会 
老上送迎サポート 

南笠東学区 

まちづくり協議会 

年度 令和２年度 令和元年度 令和２年度 令和元年度 令和２年度 令和元年度 令和２年度 

利用 

登録者数 
２０人 ２０人 １２人 １０人 ３０人 ３０人 １０４人 

延べ 

送迎人数 
 ２６人 １２７人 ２８人 ５４人 ６７人 １０１人 ２０１人 

送迎 

ボラ人数 
８人 ６人 ３人 ３人 １０人 １０人 ８人 

送迎日数 ２５日 ８９日 １９日 ３２日 ６７日 １０１日 １０６日 

走行距離 291㎞ 1,693km 125㎞ 236km 706㎞ 974km 2,635Km 

送迎先 

近隣病院 

地域の会館 

近隣病院 

診療所 

まちづくり 

センター 

まちづくり

センター 

まちづくり

センター 

近隣商業施設 

近隣病院 

近隣商業施設 

近隣病院 

近隣病院 

公共施設 

近隣商業施設 
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〇安全運転講習 

開催日：令和２年１２月１日（火） 

場 所：草津市社会福祉協議会 

内 容：・講話「安全運転のための条件～危険予測で事故を防ぐ～」 

      講師：あいおいニッセイ同和損保株式会社 木村正さん・山本勇一さん 

     ・地域支え合い運送、福祉車両貸出事業について 

     ・ボランティア同士の交流会 

対象者：福祉車両貸出事業登録運転ボランティア 

    地域支え合い運送支援事業実施学区の送迎ボランティア 

    福祉車両貸出事業や地域支え合い運送支援事業に関心のある市民 

参加者：２８人 

 

●福祉車両貸出                       626,897 円 
家庭の事情や経済・身体状況などにより病院などへの送迎が必要な方に対して福祉車両を貸出すこ

とにより、登録いただいている送迎ボランティアに送迎を依頼し、安心・安定した生活を送ることが

できるよう支援しました。 

  令和２年度 令和元年度 平成３０年度 

タント１号 ４９回 ５４回 ４６回 

タント２号 １４３回 １５２回 １４０回 
 

 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 

送迎ボランティア数 １０人 １３人 １１人 

送迎依頼者数 １０人 ８人 ６人 

送迎対応件数 １９２回 ２０６回 １８６回 

 

●独居高齢者電話訪問                     50,769 円 
  ６５歳以上の一人暮らしや昼間独居の高齢者で話し相手を希望する方に、傾聴ボランティアが電話

訪問することで孤立や孤独に陥らないように民生委員・児童委員と連携して支援しました。 

 利用者：１６人 傾聴ボランティア：１１人 

 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

電話訪問回数 ２２７回 １９１回 １７４回 １４６回 １３７回 

○傾聴ボランティア連絡会 

傾聴ボランティアの情報交換やスキルアップの場として、毎月第２金曜日に傾聴ボランティア連絡

会を開催し、精神保健福祉士の助言をうけ、傾聴ボランティアの役割やより良い聴き手になれるよう

研鑽を積みました。 

 

●草津フードバンクセンター  重点４             119,196 円 

生活に困窮している世帯や住民同士の支え合い活動を実施する団体に対して、草津フードバンクセ

ンターに集まった食糧を無償で提供し、地域福祉活動の推進に努めました。また、企業や個人にとっ

ては、フードバンク事業への協力が社会貢献や地域福祉活動への参加・協力になるという善意の循環

システムの構築を図りました。また、今年度は新型コロナウイルスの影響により、行き場のなくなっ



[15] 

 

た多くの食品を給食センターや企業からご寄附いただき、必要とされる福祉関係施設にお渡しするこ

とでフードロスの削減に繋がりました。なお、より多くの方にフードバンク・フードドライブの活動

を周知し、推進していくために、フードドライブの時期に公共交通機関のアクセスの良い場所に食品

集積所として、「移動フードドライブ」を３カ所設置しました。さらに、フードバンクセンター協力ボ

ランティアも増え、７人のボランティア活動者で活動をすることができました。 

また、フードバンクでのフードロスを減らす取り組みとして賞味期限切れの食品を扱うエコイート

と連携を図りました。 

ご寄附いただいた食品は、以下の団体に受け渡しました。 

 

〇子どもたちなどを対象にしている団体への支援（１５団体） 

 ・矢倉学区社会福祉協議会「にこにこレストラン」 

・山田学区社会福祉協議会・民生委員児童委員協議会「キラキラキッチンやまだっ子」 

・多文化共生支援センター 

・ＮＰＯ法人宅老所 心      ・ＮＰＯ法人やんちゃ寺 

・のびっ子玉川          ・のびっ子大路 

・のびっ子老上          ・のびっ子老上西 

・のびっ子志津南         ・のびっ子山田 

・れもんのこ 南草津保育園    ・ＫＲＭ児童育成クラブ 

・児童育成クラブくじら      ・児童育成クラブスポキッズ草津 

 

〇学区社会福祉協議会への支援（８団体） 

・草津学区社会福祉協議会     ・志津南学区社会福祉協議会 

・老上学区社会福祉協議会     ・渋川学区社会福祉協議会 

・老上西学区社会福祉協議会    ・南笠東学区社会福祉協議会 

・山田学区社会福祉協議会     ・志津社会福祉協議会 

 

 〇高齢者施設（７団体） 

  ・特別養護老人ホーム 風和里   ・居宅支援事業所 きらら 

  ・フェイス小規模多機能型居宅介護 ・生活介護事業所あゆみ 

  ・菖蒲の郷            ・社会福祉法人寿会 常輝の里 

・社会医療法人誠光会 介護老人保健施設草津ケアセンター 

 

〇障害者施設（１６団体） 

  ・ＮＰＯ法人滋賀県社会就労事業振興センター就労継続支援Ｂ型事業所 ＪＡＬＡＮ 

  ・ＮＰＯ法人滋賀県社会就労事業振興センター共同生活援助事業所 ＲＵＭＡＨ ＲＵＭＡＨ 

  ・社会福祉法人にぎやか会 にぎやか工房 

  ・社会福祉法人こなんＳＳＮ 就労継続支援Ｂ型事業所 こなんＳＳＮ 

  ・社会福祉法人こなんＳＳＮ 就労継続支援Ｂ型事業所 シエスタ  

  ・社会福祉法人若竹会 ワークステーションわかたけ 

  ・社会福祉法人よつば会 障害福祉サービス事業所 むつみ園 

・滋賀県立信楽学園        ・だんらんの家 

  ・就労移行支援事業所 クロスジョブ草津 

  ・びわこ学園医療福祉センター草津 ・ＮＰＯ法人きらら 
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  ・元気っずミーオ         ・ウェルメント草津 

  ・滋賀県立むれやま荘       ・自立訓練（生活訓練）事業所フリータイム 

 

 〇地域で福祉活動をされている団体（２団体） 

・草津市赤十字奉仕団       ・フードバンク滋賀（生活困窮世帯への支援活動） 

 

 〇生活に困窮されている世帯への緊急食糧支援 

 

（移動フードドライブ） 

 場 所 時 期 

JR 草津駅付近 
市立まちづくりセンター 

（市コミュニティ事業団） 

秋のフードドライブ期間 １０/１～１０/１５ 

JR 南草津付近 
カフェほっこり 

（老上まちづくりセンター内） 

冬のフードドライブ期間 １０/２２、１１/１８ 

草津市役所 
草津市役所２階 

（健康福祉政策課内） 

秋のフードドライブ期間 １０/１５～１０/３０ 

冬のフードドライブ期間 １１/１６～１１/３０ 

 

（寄附物品、寄附者一覧） 

期間 

第１回 

春 

第２回 

夏 

第３回 

秋 

第４回 

冬 

第５回 

冬以降 第１～５回 

合計 
3/8～4/8 5/7～8/3 8/25～11/2 11/5～12/17 12/28～3/30 

寄
附
物
品 

 
 
 

米 １６８kg ２３３kg ３９４ kg ３１１kg １１３．６４kg １２１９．６４kg 

米以外 １５０品 １３９品 ４６０品 ７７３品 ７１５品 ２，２３７品 

寄
附
者 

（
移
動
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
は
除
く
） 

団体 １件 ０件 １件 ３件 ８件 １３件 

個人 ３件 １９件 ２５件 １８件 １５件 ８０件 

合計 ４件 １９件 ２６件 ２１件 ２３件 ９３件 

   

（寄附食品配分一覧）          

  米（㎏） 
米以外（品） 米以外 

乾麺 乾物 缶詰 レトルト 食用油 ルー 調味料 菓子 飲料 その他 合計（品） 

子どもたちなどを対象に

している団体 
５４ ２３ ４ ８ ６８ １ ７ ２１ ３０ １６ ５９ ２３７ 

学区社会福祉協議会の

活動拠点、社会福祉など
への支援 

９５ ４ ２６ ２５ ０ ５ ０ ２８ ６ １１ １８ １２３ 

障害者施設・高齢者施設
への支援 

４５７．４４ １３１ １８７ １３５ ４５８ ５ ３４ １２６ ２００ １１６ ３６ １，４２８ 

地域での福祉活動をされ

ている団体 
２９０．２ １６ ５８ ３１ １０８ １ １ ２２ １１  ９ １５ ２７２ 

地域での福祉活動をされ

ている団体 
２９０．２ １６ ５８ ３１ １０８ １ １ ２２ １１  ９ １５ ２７２ 
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  米（㎏） 
米以外（品） 米以外 

乾麺 乾物 缶詰 レトルト 食用油 ルー 調味料 菓子 飲料 その他 合計（品） 

生活に困窮されている世
帯への緊急食糧支援 

９０ １ ３ ７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ １６ 

学生支援 ２３３ １３ ３２ １２ ３１ ３ １２ ３１ ３ １ ２０ １５８ 

期限切れを扱うお店 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ 

期限切れまたは状態が

悪いため廃棄 
０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

合計 １２１９．６４ １８８ ３１０ ２１８ ６６６ １５ ５４ ２２８ ２５０ １５３ １５４ ２，２３６ 

令和 2年度総寄附数 １，４２２ １９６ ３１６ ２３２ ５９７ ２２ ５６ ２４１ ２５９ １５８ １５６ ２，３４１ 

令和３年に繰り越し ２０２．８ ８ ６ １４ １２ ７ ２ １３ ９ ５ １ ７７ 

 

コロナ禍による拡大配分 

寄附企業・団体名 寄附物品 数量 配分先 期間 

給食センター 生鮮食品 ６，８０５．５５kg 
高齢者施設・障害者施設等 

４８か所 

４/２４～４/２７ 

４/３０～５/１ 

フェリエ南草津テナント会 お菓子 ５２０個 児童育成クラブ６団体 ６/１１、６/１２ 

日本農産(株) 玉ねぎ ９，０００個 福祉関係施設・団体１５か所 ６/２７、７/１０ 

匿名 納豆 ６８０個 福祉関係施設・団体６か所 １/２８～１/２９ 

コカ・コーラ株式会社 飲料 １，２００本 １４４地域サロン ７/１６ 

匿名 飲料 １２０本 １４学区社会福祉協議会 １/２７ 

 

●関係団体への支援                      112,000 円 
関係団体が実施する事業に対し助成を行い、活動を支援しました。 

〇寝たきり・認知症予防助成（草津市老人クラブ連合会・７２，０００円） 

 高齢者を対象とする健康増進事業に対する助成により活動を支援 

 〇知的障害者社会参加自立支援（草津手をつなぐ育成会・４０，０００円） 

  共同作業所で働く知的障害者の社会参加を促す交流や余暇活動への支援 

 

●地域のふれあいの場づくり助成  重点１           300,000 円 
住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるための活動をしている学区社協の新たな地域福祉活動

の立ち上げ、既存の地域福祉活動の拡大・拡充を支援することを目的として、「地域のふれあいの場づ

くり助成事業」を実施しました。採択にあたっては、草津市社会福祉協議会で助成先を決定し、地域

福祉活動計画策定委員会で採択学区の報告をしました。 

〇申請学区…３学区 

〇採択学区…３学区 

・玉 川 学 区：ふれあいの場応援事業  ・南笠東学区：南笠東学区支え合い運送支援事業 

 ・山 田 学 区：山田の絆推進事業 
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●福祉機器リサイクル（貸出事業）               143,000 円 

 病気や怪我などで必要とされる方の便宜を図るため、不要になった福祉用具のリサイクル事業を実

施し、３か月を基準として最長６か月以内の期間で福祉用具を貸出しました。 

貸出備品 令和２年度 令和元年度  平成３０年度 

車椅子 １６４回 １６２回 １６２回 

杖 ０回 ３回 ６回 

なお、杖については利用がないことから、広報紙「社協くさつ」にて周知を行い、令和３年３月 

１５日～１９日の期間で希望者に対し２５本の譲渡を行いました。 

 

 

 

 

＜第 3 次草津市地域福祉活動計画 体系図＞ 

 

 

 

 

 

基本理念：こころ温かく支えあい 住みつづけたい 福祉のまち・くさつ 

Ⅰ 住民主体の福祉のまちづくり 
～参加と協働の地域福祉活動の推進～ 

Ⅱ 市社協が取り組む福祉のまちづくり 
～地域福祉活動発展計画～ 

基本目標 1 福祉の風土づくり 
子どもから高齢者まで一人ひとりが尊重され、くらしの課
題を他人ごととしない福祉の風土をつくるため、地域福祉
活動の魅力を広く広報し、住民への啓発に取り組みます。 

 
〇推進項目 : 地域福祉活動の周知・啓発 
 
重点項目① 地域の活動を見せる福祉の風土づくり 
重点項目② 住民どうしが互いに見守り励ましあう関係づくり  
重点項目③ ボランティア活動を応援する環境づくり 

○推進項目 : 住み慣れた地域で安心して暮らせる体制 
づくり 

 
重点項目① 学区社協活動をはじめとした地域福祉 

活動支援 
重点項目② 小地域福祉活動における民生委員児童 

委員との連携 
重点項目③ ボランティアセンターの機能強化 

基本目標 2 住民主体の活動づくり 
 くらしの課題を共有し、解決に向けての地域福祉力向上を
図るため、人づくりとその人を支援する体制をつくります。 

 
〇推進項目 : 地域福祉力の向上 
 
重点項目① 地域福祉活動の担い手づくり 
重点項目② 地域で支えあう仕組みづくり 
重点項目③ 住民福祉活動計画の推進 

○推進項目 : 個別援助活動の充実と市社協の基盤づくり 
 
重点項目① 地域福祉権利擁護事業の充実 
重点項目② 心配ごと相談・貸付事業の充実 
重点項目③ 行政・専門機関、福祉専門職との連携強化 
重点項目④ 役員体制と事務局体制の強化 
重点項目⑤ 地域福祉活動推進に要する財源確保 

基本目標３ 絆をつむぐまちづくり 
住民どうしがふれあい、いきいきと楽しく活動するボラン
ティアの輪を広め、絆をつむぐことができる地域を創りま
す。 

 
〇推進項目 : ボランティア活動の充実と住民参加の 

仕組みづくり 
 

重点項目① ボランティア活動の充実と活性化 
重点項目② ボランティア活動への住民参加の促進 
重点項目③ すべての人が社会参加する仕組みづくり 

市社協が担う事務局機能 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

〇草津市民生委員児童委員協議会事務局 

〇滋賀県共同募金会草津市共同募金委員会事務局 

〇日本赤十字社滋賀県支部草津市地区事務局 
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(３)ボランティア活動の充実と住民参加の仕組みづくり 

住民どうしがふれあい、いきいきと楽しく活動するボランティアの輪を広め、絆をつむ

ぐことができる地域をつくります。 

 

●ボランティアフェスティバル                 192,793 円 
  令和元年に引き続き、草津青年会議所・草津市コミュニティ事業団と緑波祭実行委員会を組織し、

４月から８月まで毎月１回、開催に向けて検討を進めましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止

の観点から中止としました。 

しかし、草津市福祉教養大学大学院生が自分たちにできる活動の第１歩として「ボランティアグル

ープふくちゃん」を立ち上げ、コロナ禍でできる実践活動の場として、「あなたのための音楽祭」を企

画し、この「あなたのための音楽祭」をボランティア活動者同士をはじめとした参加者のつながりを

つくる場である「ボランティアフェスティバル」として位置付け、開催しました。 

 

○あなたのため音楽祭～第９回ボランティアフェスティバル～ 

日 時：令和２年１１月１４日（土） 午前の部⇒１０：００～１１：３０  

                     午後の部⇒１３：３０～１５：００ 

場 所：草津市市立草津アミカホール 

内 容：音楽ボランティアグループによる演奏会 

     ６団体〇よし笛同好会 

        〇ウクレレフレンドリー   

        〇LaLaLa友＆楽吹 

        〇ヘルマンハープアンサンブル「リンデンバウム」 

        〇ラブ・フレンドリー 

        〇狼我和音 

参加者 事前申し込み制：午前の部⇒参加者１６組２６人 

午後の部⇒参加者５組１２人 

 

 

●災害ボランティアセンター  重点３             56,872 円 
毎年実施している運営訓練を、今年度は例年の運営方法とは異なり、新型コロナウイルス感染症に特

化した訓練内容で実施することとし、訓練検討委員会を４回開催し、準備を進めました。また、今年度

は班長会議を実施せず、訓練検討委員会の中で各班の業務内容等の確認、シミュレーションを行い、コ

ロナ禍でのセンターの運営方法を検討しました。訓練での三密を防ぐために、参加人数を例年の半数と

し、災害ボランティアセンター運営協議会構成団体へ参加を呼びかけましたが、新型コロナウイルス感

染症拡大傾向を受け、参加者の健康や安全面を第一に考慮し、今年度の訓練実施は中止しました。 

また昨年度に、草津市、草津青年会議所および草津市社会福祉協議会の三者で「災害時の被災者支援

に関する相互協力協定」を締結したことを受け、日頃からの協力体制を高めていくために、三者で協力

し、災害ボランティアセンターについての研修会を開催しました。草津青年会議所とは災害ボランティ

アセンターの周知・啓発を図っていくために、協力して３枚のパネルを作成し、研修会等で活用しまし

た。 
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 【運営訓練本番】 

※以下の日程で予定していましたが、新型コロナウイルス感染症拡大傾向により中止としました。 

開催日：令和３年１月２３日（土） 

場 所：草津市社会福祉協議会 

対 象：災害ボランティアセンター運営協議会構成団体 

参加者：５０人（予定） 

 

【運営協議会】 

 開催日 内容 参加者 

第１回 
令和２年 

１２月１４日（月） 
・草津市災害ボランティアセンター運営訓練（案）について １５人 

 

 【運営訓練検討委員会】 

 開催日 内容 参加者 

第１回 
令和２年 

１１月 ２日（月） 

・昨年度訓練の振り返り 

・草津市災害ボランティアセンター運営訓練（案）について 
 １２人 

第２回 
令和２年 

１１月２６日（木） 

・草津市災害ボランティアセンター運営訓練（案）について 

・訓練時各班業務内容について 
１２人 

第３回 
令和２年 

 １２月２２日（火） 

・草津市災害ボランティアセンター運営訓練（案）について 

・訓練時各班業務内容について 
 ７人 

第４回 
令和３年 

  １月１４日（木） 

・草津市災害ボランティアセンター運営訓練（案）について 

・訓練のシミュレーション 
 １２人 

 

【災害ボランティアセンター研修会】 

開催日：令和２年１１月２６日（木） 

場 所：草津市社会福祉協議会 

対 象：災害ボランティアセンター運営協議会構成団体 

参加者：１８人 

内 容：〇社会現象としての災害（草津青年会議所） 

    〇災害ボランティアセンターの意味と意義（草津市総合政策部危機管理課） 

    〇災害ボランティアセンターの取り組み（草津市社会福祉協議会） 

 
●移動ボランティアセンター                    

今年度は、志津小学校と渋川小学校にて福祉教育についての講座や、収集ボランティアについての

啓発を行いました。 

〇日時：令和２年９月２４日（木）１１：３０～１２：００  

 内容：「人にやさしいまちづくり学習」・車いすの操作方法について、収集ボランティア啓発 

場所：志津小学校 

   

  〇日時：令和３年１月１８日（月）９：３０～１０：００ 

   内容：「人にやさしいまちづくり学習」・車いすの操作方法について、収集ボランティア啓発 

   場所：渋川小学校 
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●収集ボランティア啓発                     2,040 円 
 コロナ禍でも身近にできるボランティア活動として、使用済み切手、カード、書き損じはがき、プ

ルトップ、ペットボトルキャップなどの収集の啓発に努めました。また、使用済み切手については、

裏面が封筒になるクラフトチラシを小・中学校や図書館、地域まちづくりセンター等に配布し、周知・

啓発を図りました。 

【収集実績】                        （カッコ内は前年度）        

 ○使用済み切手        １４８件               （１０４件） 

 ○使用済みカード         ８件               （０件） 

 ○書き損じはがき         ４件         １２枚 （１件） 

 ○ペットボトルキャップ    ３４７件 １７６９．２kg  （２５４件 １２２２．１kg） 

 ○プルトップ         １７０件  １７９．１kg  （１３０件） 

※前年度は未計量のため件数のみ表示  

【協力団体】 

 〇幼・保育園（５園）        〇学校（小学校５校、中学校３校、高校１校） 

 〇地域まちづくりセンター（８カ所） 〇まちづくり協議会（３学区） 

 〇企業（１４団体）         〇ボランティアグループ（１０団体） 

 〇地域サロン（５サロン）      ○市役所（６部署） 

 ○その他（１３団体）  
 

【クラフトチラシの配布】 

  配布数  １８０枚 

配布先  小学校福祉教育  

 

●福祉教育の推進・ボランティア体験教室                       3,120 円 
  小中学校の子ども達への福祉教育の推進を目的として「福祉教育のてびき」を作成し１４学区まち

づくりセンター、小学校１４校、中学校６校、市立教育研究所、市学校教育課にお渡ししました。 

また、ボランティア活動や地域福祉活動の理解を広げるため、ボランティア体験教室や、学校等の

福祉教育を支援しました。 

 

 
実施 

回数 

実施内容 内訳 

車いす体験 点字体験 手話体験 
盲導犬の 

理解 

視覚障害者

の理解 

小学校 １３ ２ ２ ７ １ １ 

 

●ボランティアグループ・地域サロン活動リスト/出前ボランティア一覧作成 
       3,750 円 

 【ボランティアグループ・地域サロン活動リスト】 

ボランティアグループ・地域サロン間で情報を共有していただき、活動の活性化につなげることや、

ボランティアの仲間作りに役立てていただくことを目的に作成しました。 

ボランティアグループをジャンル別に掲載することで、どのようなグループが市内で活動されてい

るか検索しやすくしました。また地域サロンは学区別に掲載し、市内のどこで活動されているかが分

かるようにしました。 

○２色刷り１２６部作成 

○配付先：登録ボランティアグループ、地域サロン、学区社協、学区民児協、市役所、地域包括支 

援センター、草津市コミュニティ事業団、地域まちづくりセンター、図書館、隣保館等 
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【出前ボランティア一覧】 

  地域に出向いていただけるボランティアグループの紹介とボランティア活動の場の提供、活動の促進

を目的として作成しました。 

  ○カラー用紙・２色刷り３２０部作成 

  ○配布先：施設、地域まちづくりセンター、図書館、隣保館、地域サロン、学区社協、学区民児協、

幼・保育園、こども園、小・中学校 

 

●市ボランティア連絡協議会活動助成              48,000 円 

  ボランティアグループの横のつながりを強化し活動を広げるため、ボランティア連絡協議会活動を

支援しました。 

 ○加入グループ ４２グループ（会員数７５８人） 

 〇役員会・総会の支援 

   総会の準備や代表者会議に出席しました。 

日時 会議の種類 内容 参加者 

令和２年 

５月１９日（火） 

【中止】 

第３４回 

総会 

【書面決議】 

・令和元年度事業報告および会計報告 

・令和２年度事業計画（案）および会計予算（案） 

 

令和２年 

６月２５日（木） 
代表者会議 ・令和２年度 交流会・研修会について ２５人 

令和２年 

９月１５日（火） 
会員研修会 

【講演】 

内容：コロナ禍でのボランティア活動 

～今できることは～ 

 講師：龍谷大学 社会学部 現代福祉学科教授

筒井のり子 さん  

３０人 

令和２年  

１２月１７日（木） 
代表者会議 

・まちづくり協働課より、市民総合交流センター

（キラリエ草津）における現段階での会議室利用

についての説明 

１７人 

 

●ボランティア保険加入促進                  152,700 円 
  ボランティア活動が安心して行えるよう「ボランティア活動中のさまざまな事故によるケガや損害 

賠償責任を補償する」ボランティア活動保険の加入を促進しました。 

   今年度は従来の Bプランが無くなり、基本プランと天災プランの２プランのみに改正されました。 

保 険 種 類 令和２年度 令和元年度 

ボランティア活動保険 基本プラン（旧：Aプラン） 

    （旧：Bプラン） 

天災プラン（旧：天災 Aプラン） 

 （旧：天災 Bプラン） 

連協加入 

    ３，２１６人 

       

      ５６７人 

        

      ５０６人 

３，１８２人 

    ７１５人 

     ６０人 

     １２人 

    ５２２人 

 ボランティア行事用保険       １２０件       ２４５件 

 送迎サービス保険         ２件         ２件 

 福祉サービス総合保障        １１件        １２件 
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●ボランティア団体活動助成                   475,000円 

  市ボランティアセンターに登録しているグループを対象にボランティア活動の推進を図ることを

目的に、１グループに対して５，０００円を助成しました。 

○助成団体数 ： ９７グループ（昨年度１０２グループ） 
 
 
●民間助成の支援（意見書作成） 

高齢者・児童・障害児者福祉活動を資金面で応援するため、各種機関から助成制度があり、意見書

を添付することで民間助成を支援しました。 

 〇ダイトロン福祉財団 

【草津点字グループ「あゆみ会」】 

 〇しがぎん福祉基金助成 

  【特定非営利活動法人 宅老所 心】 

  【社会福祉法人 にぎやか会】 

  【合同会社 ONE TEAM 滋賀】 

 〇２０２０年度「元気シニアＡ応援団体に対する助成活動」 

  【たすけ愛隊「ママの手」】 

 

 

(４) 住み慣れた地域で安心して暮らせる体制づくり 
 

①学区社協活動をはじめとした地域福祉活動支援  
②小地域福祉活動における民生委員・児童委員との連携 
③ボランティアセンターの機能強化 

●学区社協会長会の実施（学区社協便覧の作成等）        384,204 円 
学区社協会長同士の情報交換や福祉のまちづくりを推進することを目的に会議を実施しました。 

今年度については、新型コロナウイルス感染症拡大により、学区社協の活動をはじめ、地域の活動 

がなかなか実践できない状況となったため、市社協の取り組みや各学区の取り組みなどをまとめた「自

分のために みんなのために そして大切な人のために 私たち一人ひとりができること新聞」や、

新しい生活様式に応じた地域活動として新しい地域福祉活動１５例の提案を行い、活動の参考にして

いただきました。 

この他、学区社協便覧の作成や、医療福祉を考える会議の進捗状況などをテーマとして意見交換の

場を持ち、会長同士が積極的に情報交換できるよう努めました。 

また、学区社協事務局長等会議を実施し、会長だけでなく、会長を支える事務局長にも今後活用い

ただけるような情報等を知っていただき、学区社会福祉協議会活動がより充実したものとなるよう支

援しました。 

 〇学区社協会長会 

日  時 主 な 協 議 内 容 

令和２年 

  ４月２０日（月） 

⇒文書審議 

・笠縫学区社会福祉協議会会長交代について 

・地域のふれあいの場づくり助成事業について 

・福祉委員の委嘱について 

・他機関の委員委嘱について 

・民間助成事業の案内について 

・令和元年度の賛助会費の実績について 
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令和２年   

   ５月２０日（水） 

⇒文書審議 

・地域懇談会の延期について 

・令和２年度社会福祉協議会一般会費・賛助会費について 

・「第７０回社会を明るくする運動」の街頭啓発の中止について      

・学区社協活動についてのコロナ禍での思い等メッセージ募集について 

・民間助成事業の案内について 

・「自分のために みんなのために そして大切な人のために 私たち一人 

ひとりができること新聞」の発行 

令和２年 

６月２２日（月） 

・令和２年度赤い羽根共同募金運動へ協力依頼について 

・令和２年度草津市社会福祉協議会会長表彰の候補者の推薦について 

・地域サロン補助金について 

・地域福祉活動助成事業補助金の交付について 

・賛助会費の募集時の市社協会長メッセージの配布について 

・令和２年度学区社協便覧について 

・令和２年度第三回草津市福祉教養大学について 

・学区社協メッセージ募集について 

・この時期だからこそできる新しい地域福祉活動１５例の提案について 

・「自分のために みんなのために そして大切な人のために 私たち一人 

ひとりができること新聞」の発行 

令和２年 

７月２０日（月） 

・歳末たすけあい募金街頭啓発の実施協力のお願いについて 

・令和２年度滋賀県社会福祉協議会縁特別会員の分担金について 

・敬老会について 

・地域サロン申請状況と補助金交付について 

・ふれあいの場づくり事業の採択について 

・賛助会員応援ステッカーについて 

・民間助成事業の案内について 

・地域支え合い送迎事業車両貸与に係る調印式について 

・学区社協活動の広報記事について 

・「自分のために みんなのために そして大切な人のために 私たち一人

ひとりができること新聞」の発行 

令和２年 

８月１８日（火） 

・新人職員紹介・市社協職員地域支援担当について 

・令和２年度赤い羽根共同募金運動「街頭キャンペーン」について 

・歳末たすけあい街頭募金運動の日程について 

・令和２年度共同募金運動協力依頼説明会の日程について 

・令和２年度賛助会費募集日程について 

・フードバンクセンター事業について 

・各学区社協の今後の活動について 

・令和２年度草津市社会福祉協議会講演会（役員等研修）について 

・民間助成事業の案内について 

・緑波祭中止について 

・「自分のために みんなのために そして大切な人のために 私たち一人 

ひとりができること新聞」の発行 
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令和２年 

９月２３日（水） 

・８月度学区社会福祉協議会事務局長等会議の報告について 

・共同募金運動について 

・歳末たすけあい子ども支援事業助成について 

・草津市平和祈念のつどいについて 

・令和２年度草津市社会福祉功労者表彰式の開催について 

・学区社協今後の活動、第四弾まごころ便について 

・民間助成事業の案内について 

・「自分のために みんなのために そして大切な人のために 私たち一人 
ひとりができること新聞」の発行 

令和２年 

１０月２０日（火） 

・令和２年度草津市社会福祉功労者被表彰者の決定について 

・令和２年度「安全運転講習＆送迎ボランティア交流会」について 

・災害ボランティアセンター研修会について 

・令和２年度草津市福祉教養大学 大学院の活動について 

・民間助成の案内について 

令和２年 

１１月２０日（金） 

・第４期草津市地域福祉計画（案）の概要について 

・学区・区社会福祉協議会 住民福祉活動計画について 

・草津市民生委員・児童委員推薦学区内申会委員の推薦について 

・草津市災害ボランティアセンターについて 

・令和２年度「草津市青少年育成大会」の参加について 

・民間助成事業の案内について 

令和３年 

  １月２０日（水） 

・令和２年度赤い羽根共同募金の実績報告について 

・令和２年度学区社協活動の振り返りと令和３年度に向けての抱負について 

・草津市災害ボランティアセンター運営訓練の中止について 

・民間助成の案内について 

令和３年 

２月２２日（月） 

・コロナ禍に立ち向かう草津市社協の魅力活動について 

・一般会費・賛助会費の報告とお礼について 

・令和３年度地域福祉活動推進事業補助金について 

・令和２年度地域福祉活動推進事業補助金について 

・令和３年度版草津市学区・区社会福祉協議会便覧の提出について 

・令和２年度地域サロン事業報告書および令和３年度地域サロン事業計画書

の提出について 

〇事務局長等会議 

開催日 内容 

令和２年 

  ８月３１日（月） 

・令和２年度草津市社会福祉協議会の事業について 

・意見交換 

令和３年 

３月 ２日（火） 

・コロナ禍に立ち向かう草津市社会福祉協議会の魅力活動について 

・一般会費、賛助会費の報告とお礼について 

・令和３年度地域福祉活動推進事業補助金について 

・令和２年度地域福祉活動推進事業補助金について 

・令和３年度版学区社協便覧について 

・令和２年度地域サロン事業報告書および令和３年度地域サロン事業計 

画書の提出について 

・意見交換 
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●地域福祉活動助成                     6,345,900 円 

  地域の支えあい活動を推進するため、「福祉の土壌づくり」「活動の担い手づくり」「個別援助活動」

「地域福祉関係団体間の交流」等の地域福祉活動を展開する補助金を学区社協へ交付しました。また、

個人・企業から集まった賛助会費について、地域の特徴を生かした学区社協活動へ助成を行いました。 

 
 
●地域福祉コーディネーターよる学区社協活動支援         

１４学区すべてに地域福祉コーディネーターを設置し、学区社協活動に参加・協力、支援をしてき

ました。 

特に近年、広がりを見せる医療福祉を考える会議では、打ち合わせ会議や振り返りの会議に参画し、

住民が高齢者に関する生活問題について、専門機関と情報を共有し、新たな気付きが生まれ、地域福

祉活動に広がりと深みがでるよう支援しました。 

 

学区・区 
令和２年度 

支援回数 
主な支援内容 

志 津 ９７回 
・医療福祉を考える会議への支援 

・民間助成活用等への支援 

志津南 ５２回 
・ふれあいハウス絆への支援 

・医療福祉を考える会議への支援 

草 津 ２４回 
・立ち寄りカフェゆかい家への支援 

・草津の健幸を語り合うプロジェクトへの支援 

矢 倉 ４３回 
・ふれあい喫茶憩への支援 

・矢倉にこにこレストランへの支援 

大 路 ２５回 ・医療福祉を考える会議立ち上げに向けての支援 

渋 川 ２１回 ・医療福祉を考える会議への支援 

老 上 ４７回 
・老上送迎サポ―トへの支援 

・医療福祉を考える会議への支援 

老上西 １９回 
・老上送迎サポ―トへの支援 

・民間助成活用等への支援 

玉 川 １０７回 
・医療福祉を考える会議への支援 

・ふれあいの場応援事業への支援 

南笠東 １２５回 
・地域支え合い運送支援事業への支援 

・医療福祉を考える会議（福祉懇談会）への支援 

山 田 ５６回 
・医療福祉を考える会議への支援 

・民生委員・児童委員と福祉委員の研修会調整への支援 

笠 縫 １３０回 
・医療福祉を考える会議への支援 

・学区地域サロン交流会への支援 

笠縫東 ４６回 
・医療福祉を考える会議への支援 

・ふれあいサロン（もちつき大会）への支援 

常 盤 ９２回 
・医療福祉を考える会議への支援 

・一人暮らし高齢者給食事業への支援 

計 ８８４回  
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●地域福祉活動推進の支援強化【拡大】  重点１        93,304 円 
令和２年度は第３次草津市地域福祉活動計画の４年目であり、計画の進捗状況を把握すべく、これまで

の取り組みなど内容の点検や評価を行いました。また、今年度については、新型コロナウイルス感染症に

より新しい生活様式に配慮した地域福祉活動についても意見交換を行い、取り組みの評価や見直しを行い

ました。また、令和３年度に策定する第４次草津市地域福祉活動計画に対するご意見の他、令和３年５月

にキラリエ草津に移転するにあたり市社協に期待することについて意見をいただき、今後の活動に反映さ

せていきます。 

〇策定委員会 

開催日 内容 

令和２年 

９月８日（火） 

第１回会議 

 ・第３次計画の中間評価について 

 ・昨年度の事業報告と今年度の事業計画について 

・地域のふれあいの場づくりについて 

令和３年 

１月８日（金） 

第２回会議 

 ・令和２年度市社協事業について 

 ・生活支援体制整備事業および医療福祉を考える会議について 

令和３年 

３月１８日（木） 

 

第３回会議 

・令和２年度の１４学区の取り組みについて 

・令和２年度に新たに取り組んだ事業の検証について 

・令和３年度の事業計画について 

 ・第４次草津市地域福祉活動計画に向けて 

～市社協活動への思い・期待すること～ 

 

●草津市民生委員児童委員協議会事務局 
毎月１回総務会、必要に応じ総務委員会を開催し、関係機関・団体などからの情報提供や協議を実

施しました。また、５部会２委員会１連絡会をはじめとした民児協活動が有効に機能するように支援

し、職員の学区担当制による情報提供やアドバイスを行い、個別援助活動が円滑にできるように支援・

協力をしました。 

〇専門部会・委員会・連絡会活動の支援 

部会・委員会・連絡会名  主な活動内容 

地域福祉部会 

「寄り添うことの大切さ」をテーマにしたパネルディスカッション形式の研修

会の実施 

単位民児協活動の活性化を図るため、交換民児協の結果のフィードバック 

高齢者福祉部会 
高齢者を取り巻く制度についての研修会の実施 

地域包括支援センターについての勉強会の実施 

障害福祉部会 
障害福祉についての研修会の実施 

「ふくふくサロン」への参加・協力 

児童福祉部会 
ICT教育についての研修会の実施 

第２期子ども・子育て支援計画の現状についての研修会の実施 

人権・同和部会 コロナに関わる人権についての研修会の実施 

広 報 委 員 会 
事例集「光もとめて」、広報紙「こばと」の発行 

より良い広報・啓発を行なうため研修会の実施 

研 修 委 員 会 

コロナ禍であってもできる形で、委員としての知識の習得と委員相互の交流を

深めるためのグループ別研修の実施 

＊総会後研修は新型コロナウイルス感染症拡大のため、やむを得ず中止 

主任児童委員連絡会  

乳幼児健診（１０か月健診）の見守り 

小中学校との懇談会の実施 

講師を招いた研修会の実施 
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●歳末たすけあい見舞金の配付                4,445,350 円 
市内の準要保護世帯に、民生委員・児童委員と協力して見舞金を配布しました。また、一時的に支

援が必要な世帯には緊急的な支援として食糧を支給しました。 

さらに、福祉施設、団体等へ見舞金を配布しました。 

○市内の準要保護世帯への見舞金（対象世帯：４２４世帯） 

○福祉施設、団体等への見舞金（４４施設） 

○歳末たすけあい子ども支援事業助成（２学区） 

○一時的に支援が必要な世帯に、緊急の食糧支援（６０件） 

 

●ボランティアセンター運営                  111,385 円 
地域で活躍されているボランティアグループ・個人ボランティアへの援助相談に応じ、ボランティ

ア活動の活性化を図りました。また、ボランティアの支援を必要とされている方とセンター登録され

ているボランティアとの間で需給調整を行いました。 

 

【登録ボランティアの推移】 

年度 
ボランティアグループ 

個人ボランティア 合計登録人数 
グループ数 人数 

令和２年度 ３５５団体 ５，９８２人 ４８人 ６，０３０人 

令和元年度 ３５７団体 ６，３７２人 ５７人 ６，４２９人 

平成３０年度 ３５５団体 ６，２６５人 ５４人 ６，３１９人 

平成２９年度 ３３１団体 ５，０００人 １２人 ５，０１２人 

平成２８年度 ３１９団体 ４，５６５人 １３人 ４，５７８人 

平成２７年度 ３１９団体 ５，０５２人 １５人 ５，０６７人 

  

【ボランティア需給調整（令和２年度実績）】 

合 計 

（件数） 
学校（幼・保） サロン 施設 個人 団体 

町内会・ 

その他 

レイカデ

ィア大学 
相談 

５０ １１ １５ ３ １ ８ ３ １５ ９ 

 
 
 
 
 

(５)個別援助活動の充実と市社協の基盤づくり 

① 地域福祉権利擁護事業の充実 

② 心配ごと相談・貸付事業の充実 

③ 行政・専門機関、福祉専門職との連携強化 

④ 役員体制と事務局体制の強化 

⑤ 地域福祉活動推進に要する財源確保 

 



[29] 

 

●自立生活支援専門員、生活支援員による生活支援       4,378,499 円 

  判断能力が充分でないため、毎日の暮らしの中で福祉サービスの利用手続きや日常のお金の管理が

不安な人が、地域で安心して生活を送れるように支援する地域福祉権利擁護事業の充実に努めました。 

  利用者に寄り添った、確実できめ細かな支援を継続できるよう、今年度は生活支援員を６名増員し

ました。 

 

【相談件数】 

                         令和２年度 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

高齢者 ３３４件 

（１５７件） 

２８０件 

（１１８件） 

３５５件 

（２６７件） 

６４７件 

（３８３件） 

２１８件 

（１７０件） 

知的 

障害者 

７２２件 

（１０２件） 

８２３件 

（２２０件） 

９３８件 

（１６３件） 

１，３５０件 

（２６８件） 

５８７件 

（１１５件） 

精神 

障害者 

１，１５２件 

 （７６１件） 

９７０件 

 （４７７件） 

９０１件 

（５４４件） 

 ７０８件 

（３２０件） 

５５０件 

（２０７件） 

身体 

障害者 

７４件 

（９件） 

２１６件 

（１４件） 
― ― ― 

その他 ０件（ ０件） ０件（ ０件） ０件（ ０件） ０件（ ０件） ０件（ ０件） 

計 
 ２，２８２件 

（１，０２９件） 

 ２，２８９件 

（８２９件） 

２，１９４件 

（９７４件） 

２，７０５件 

（９７１件） 

１，３５５件 

（４９２件） 

※平成２９年度からは、電話相談等の支援についても件数として計上 

※令和元年度から身体障害者項目追加 

※（  ）は生活保護受給者からの相談件数 

 

【契約人数の推移】 

 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

高齢者 ７人 ５人 ５人 ５人 ７人 

知的障害者 ２１人 ２２人 ２４人 ２６人 ２７人 

精神障害者 １６人 １４人 １５人 １２人 １２人 

身体障害者 １人 １人 ― ― ― 

その他 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

合計 ４５人 ４２人 ４４人 ４３人 ４６人 

 

【参考：契約人数の状況】 

    

 

令和元年度 

契約人数 

（A） 

令和２年度 

解約人数 

（B） 

令和２年度 

新規契約人数 

（C） 

３月末現在契約人数 

（内生活保護） 

（A）－（B）＋（C） 

高齢者 ５人 １人 ３人 ７人（ ４人） 

知的障害者 ２２人 ３人 ２人 ２１人（ ４人） 

精神障害者 １４人 ２人 ４人 １６人（ ７人） 

身体障害者 １人 ０人 ０人 １人（ １人） 

合 計   ４２人 ６人 ９人 ４５人（１６人） 
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【支援回数】 

 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

支援回数 １，０５８回 ９１５回 ８２９回 ８０８回 ７２９回 

内生活保護受
給者支援回数 

３２５回 ２８０回 ３０９回 ３０１回 ２９１回 

○支援専門員・生活支援員の体制 

・支援専門員： ４人 

・生活支援員： ２５人（男性： ７人 女性：１８人） 

 

●地域福祉権利擁護事業 新規相談の受付け経路 

  ・地域包括支援センターからの相談 １５件  ・障害者福祉センターからの相談   ５件 

  ・ケアマネジャーからの相談     ４件  ・その他支援機関からの相談件数  １４件 

 

●心配ごと相談所開設                    1,260,555 円 
  住民の皆さんに身近な、なんでも相談窓口として「心配ごと相談所」を開設し、様々な相談に対応

しました。 

  ○月曜日から金曜日の１０時～１２時、１３時～１５時に開設しました。 

  ○弁護士相談は、原則第１・第３水曜日に実施しました。 

  ○年４回発行の市社協広報紙「社協くさつ」に毎回掲載し、周知に努めました。 

内容 
令和 

２年度 

令和 

元年度 
内容 

令和 

２年度 

令和 

元年度 
内容 

令和 

２年度 

令和 

元年度 

離婚 ５  ６ 生計 ２ ６ 精神保健 １ ２ 

家族 ４３ ３１ 財産 １６  ２１ 苦情 ８ ９ 

人権・法律 １５ ２ 住宅 ４   ９ 職業・生業 ４ ２３ 

事故 ４ １ 消費者問題 １   ０ 医療 ６ １ 

結婚 ０ １ 環境 ４   ６ 高齢者福祉 ０ ２ 

年金 ０ ０ 児童福祉 １  ０ 教育・青少年 ３ ０ 

心身障害児童福祉 １ ４ 母子父子福祉 ０  ０ その他 ８１ １４８ 

合計  １９９ ２７２ 

●相談員連絡会の開催 

  相談員連絡会は年６回開催し、相談員同士の情報交換を行いました。 

 

●生活つなぎ資金貸付                    1,331,800 円 

  民生委員・児童委員と連携し、一時的に生活困難に陥った世帯が再び安定した生活に戻れるまでの

間をつなぐため、生活つなぎ資金を貸し付けました。 

【貸付相談件数】 

 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 平成２７年度 

貸付相談件数 ２８件 ４２件 ４７件 ４５件 ８３件 ８４件 

【貸付状況】 

 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 平成２７年度 

貸 付 件 数  ２５件 ３７件 ３２件 ４１件 ６２件 ５７件 

貸 付 額 1,125,000円  1,540,000円 1,283,000円 1,970,000円 2,665,350円 2,595,000円 
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●生活福祉資金貸付                     15,574,250 円 

  滋賀県社協が実施している生活福祉資金の貸付相談や手続きを行うための職員を配置し、生活困窮

者に対する相談支援を実施しました。特に新型コロナウィルス特例貸付については、１年を通じてス

ピードのある貸付事務を推進しました。相談については、市に設置されているくらしのサポートセン

ターとも連携し、切れ目のない支援に努めました。 

 

【貸付相談件数】                               （単位：件） 

 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 平成２７年度 

貸付相談件数 １，４０１ １２５ ５２ ４６ ５２ ７７ 

 

【貸付件数】                                 （単位：件） 

 

新型コロナウイルス特例
貸付 総合

支援
資金 

福祉資金 
教育支
援資金 

不動産担
保型生活
資金 

臨時特例
つなぎ資

金 

生活復
興支援
資金 

合計 緊急小口 

資金 

総 合
支 援
資金 

延長、

再貸付

申請等 

緊急小口 

資金 
福祉費 

令和２年度 1,087 871 795 ０ ９ ７ １５ ０ ０ ０ 2,784 

令和元年度  ０ １５ ９ １０ ０ ０ ０ ３４ 

平成３０年度  ０ ４ ７ １３ ０ ０ ０ ２４ 

平成２９年度  １ ７ ５ １０ ０ ０ ０ ２３ 

平成２８年度  ０ ３ ３ ２５ ０ ０ ０ ３１ 

平成２７年度  ２ ２ ４ １２ ０ ０ ０ ２０ 

平成２６年度  ９ ４ ８ １０ １ ０ ０ ３２ 

 

●生活支援体制整備事業（地域支えあい推進員の配置と協議体の設置）重点１ 

                                   

20,736,459 円 

〇医療福祉を考える会議の支援 

「生活支援体制整備事業」を市から受託し、事業の展開にとって極めて重要な場である医療福祉を

考える会議の充実と、新たな学区での医療福祉を考える会議の立ち上げを支援しました。また、地域

支え合い推進員（生活支援コーディネーター）を配置し、医療福祉を考える会議に積極的に関わり、

地域づくりの支援を行いました。 

 また、学区住民に医療福祉を考える会議の周知・啓発を行うため、広報紙「社協くさつ」や市社協

ホームページにて会議の様子の記事を掲載したり、地域によっては「医療福祉を考える会議新聞」を

作成しました。 

学区 
開始 

年度 

令和２年度 
延べ 

本番会議

開催数 
主なテーマ 

本番会議開催数 

(会議開催にあたる 

打合せ等の支援回数） 

志津 Ｈ２７ 志津のあんしんつながりプロジェクト ３回 （９３回） ２０回 

志津南 Ｒ２ 
立ち上げとなる第１回目として、福祉セミナーを

開催 
１回 （３５回） １回 

草津 Ｈ３０ コロナ禍での支え合い、つながりについて考える ２回 （１３回）   ４回 
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学区 
開始 

年度 

令和２年度 
延べ 

本番会議

開催数 
主なテーマ 

本番会議開催数 

(会議開催にあたる 

打合せ等の支援回数） 

大路 未実施 支えあいの機運を高める － （５回） － 

渋川 Ｈ２７ 
「しぶはなちゃん健康相談サロン」の開催に向け

て 
１回 （１２回） ９回 

矢倉 Ｈ２７ 居場所を広げよう ０回 （２６回） １２回 

老上 Ｈ２４ 命のバトンの作成に向けて １回 （１６回） １９回 

老上西 Ｈ２４ 
他学区との交流をとおして地域で支え合うことの

大切さを改めて考える 
１回 （１２回） １９回 

玉川 Ｈ２９ コロナ禍での介護現場の実態と在宅医療について ２回 （６４回） ９回 

南笠東 Ｈ２８ 学区の地域福祉活動の魅力を再確認する １回 （３５回） ７回 

山田 Ｈ２５ ゲームを通して楽しく地域を学ぶ ２回 （４２回） １９回 

笠縫 Ｈ２８ 見守りの体制づくり ６回 （９４回） ２６回 

笠縫東 Ｈ２４ 学区にある事業所を知ろう ２回 （３３回） １９回 

常盤 Ｈ２７ 学区で最期まで自分らしく生きるには ０回 （６２回） １０回 

合計 
２１

回 
（５４２回） １７３回 

 

○地域資源リスト（みんなの生活 キラリ☆まもリスト）の作成 

少子高齢化が進み、一人暮らしやさまざまな支援の必要な方等が地域で孤立することなく、安心して

暮らしていける一助となることを目的とし、身近なところでの住民の方々の支え合い活動や集まりの場

などの情報を収集し、了承いただいたものをリスト化し、支援の必要な方等からの相談があった際に活

用いただければと市内の地域包括支援センターやケアマネジャーへ配布しました。 

 

〇生活支援体制整備事業 専門職へのアンケートを実施 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、年度当初は会議の開催を停止せざるを得ない状況とな

ったため、学区医療福祉を考える会議への支援について改めて考える機会となるように、生活支援コー

ディネーター、各圏域地域包括支援センター学区担当職員、草津市地域保健課学区担当職員を対象に意

識の共有を図るためのアンケート調査を実施しました。結果は三者へ報告し、学区支援をする際に活用

いただくよう進めました。 

 

〇研修への参加 

 外部で実施される研修会に参加し、地域支え合い推進員（生活支援コーディネーター）としてのスキ

ルアップを図りました。 
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開催日 実施主体 内容 参加者 

令和２年１２月４日（金） 
令和２年度滋賀県生活支援コ

ーディネーター基礎研修 

・地域福祉の推進における生活

支援コーディネーターの役割 

・他市の実践について 

１人 

令和２年１２月１１日（金） 
令和２年度生活支援コーディ

ネーターフォローアップ研修 

コロナ禍における生活支援コー

ディネーターの役割 
１人 

令和２年１２月２２日（火） 
我がまちの地域包括ケアを考

える研修会（市町個別研修会） 

我がまちの地域包括ケアの目指 

す姿について 
１人 

〇地域包括支援センター、市等との連携 

  地域づくりは関係機関との連携が不可欠であるため、特に地域に入っていく中心を担う圏域地域包

括支援センター・市・市社協で、医療福祉を考える会議の本会議の前に、三者で事前会議を十分に行

い、丁寧な会議の開催に努めました。 

  また、地域包括支援センターが実施する地域ケア個別会議に随時参加し、生活支援コーディネータ

ーとしての視点を用いながら多職種連携を高めるとともに、支援を必要とする高齢者のニーズの把握

に努めました。 

 

〇市と市社協の連携強化 

  地域保健課、長寿いきがい課などと毎月調整会議を実施し、事業展開について協議しました。 

 

●人とくらしのサポートセンター等市関係機関との連携   
・緊急小口資金特例貸付（新型コロナウイルス感染症特例貸付）を含めた相談受付・対応について、 

人とくらしのサポートセンターと調整会議を実施し、新型コロナウイルス感染症により収入が減っ

た方をはじめとする生活相談がスムーズに対応できるように連携を行いました。 

  ・自立支援地域ケア個別会議 

   目標やアドバイスの達成状況を確認し、地域資源などの提供を行うことで、介護保険サービスだ 

   けでなく、地域での活動や参加につなげるアドバイスを行いました。 

    実施日：７月１６日（木）  ８月２７日（木） ９月１７日（木） １０月２２日（木） 

１１月１９日（木）１２月１７日（木） １月２１日（木）  ２月２５日（木） 

   振り返り会議 

    実施日：６月３日（水）  ７月１日（水）  ８月５日（水）  ９月２日（水） 

１０月７日（水） １１月１１日（水） １２月２日（水） １月６日（水） 

       ２月３日（水）  ３月３日（水） 

  ・福祉関係課長会議 

   市福祉関係課長とコロナ禍での各課の取り組み等の共有を図りました。 

    実施日：令和２年８月１１日（火） 

 

●中間支援組織連携                         

  中間支援組織として位置づけされている草津市コミュニティ事業団と共に、ロクハ荘での「とく得

バスツアー」等の事業や、市社協・ロクハ公園、ロクハ荘・草津青年会議所との三者合同開催の緑波

際（ボランティアフェスティバル）は新型コロナウイルス感染症拡大防止により中止となりましたが、

緑波祭の開催に向けては、４月～８月まで毎月１回は企画運営会議を実施し、三者での連携・協働を

図りました。 
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●第三者委員の設置 

  苦情対応窓口を設置し、苦情解決の第三者委員会を開催しました。 

開催日：令和３年３月１７日（水） 

場 所：草津市社会福祉協議会 

内 容：苦情・事案の報告（生活福祉資金・生活つなぎ資金貸付事業、草津市地域福祉権利擁護事業、

民生委員児童委員事務局関係、共同募金委員会事務局関係、日本赤十字社滋賀県支部草津市

地区委員会事務局関係） 

 第三者委員：小林由美子、奥井晴喜、長谷川清 

 

●役員会の開催ならびに研修会の開催              773,795 円 

  理事会、評議員会、正副会長会、評議員選任解任委員会を適宜開催するとともに、研修会の実施や

参加、他機関の会議等への積極的な参加協力を行い、役員体制の強化を図りました。 

○正副会長会 

開催日 議 案 

第１回 
令和２年 

 ５月２６日（火） 

※理事会の提出議案について 

・令和元年度事業報告の承認について 

・令和元年度決算の承認について 

・令和２年度第１次補正資金収支予算（案）の承認について 

・理事候補の推薦について 

・令和２年度定時評議員会の招集について 

・評議員候補者の推薦について 

・評議員選任・解任委員会の招集について 

・会長および常務理事の職務執行状況の報告について 

第２回 
令和２年 

１０月１日（木） 
社会福祉功労者表彰表彰者の選定について 

第３回 

令和２年 

１２月３日（木） 

（決議の省略による） 

※理事会の提出議案について 

・令和２年度第２次補正資金収支予算（案）の承認について 

第４回 
令和３年 

２月２６日（金） 

※理事会の提出議案について 

・令和２年度第３次補正資金収支予算（案）の承認について 

・令和３年度事業計画（案）の承認について 

・令和３年度資金収支予算（案）の承認について 

・草津市社会福祉協議会定款の一部変更について 

・草津市社会福祉協議会定款施行細則の一部改正について 

・草津市社会福祉協議会評議員選任・解任委員会の運営に関する

規定の一部改正について 

・令和３年度役員報酬の総額について 

・令和３年度資金運用計画（案）の承認について 

・令和２年度第３回評議員会の招集について 

・評議員選任・解任委員会の招集および補欠評議員候補者の推薦

について 

・役員等賠償責任保険契約の締結について 

・事務局長の選任について  
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○理事会・評議員会・評議員選任解任委員会 

（理事会） 

開催日 議 案 

第１回 
令和２年 

  ６月４日（木） 

・令和元年度事業報告の承認について 

・令和元年度決算の承認について 

・令和２年度第１次補正資金収支予算（案）の承認について 

・理事候補者の推薦について 

・令和２年度定時評議員会の招集について 

・評議員候補者の推薦について 

・評議員選任・解任委員会の招集について 

・会長および常務理事の職務執行状況の報告について 

第２回 
令和２年 

 ９月１日（火） 

・評議員候補者の推薦について 

・評議員選任・解任委員会の招集について 

第３回 

令和２年 

１２月１１日（金） 

（決議の省略による） 

・令和２年度第２次補正資金収支予算(案)の承認について 

第４回 
令和３年 

 ３月９日（火） 

・令和２年度第３次補正資金収支予算（案）の承認について 

・令和３年度事業計画（案）の承認について 

・令和３年度資金収支予算（案）の承認について 

・草津市社会福祉協議会定款の一部変更について 

・草津市社会福祉協議会定款施行細則の一部改正について 

・草津市社会福祉協議会評議員選任・解任委員会の運営に関する規

定の一部改正について 

・令和３年度役員報酬の総額について 

・令和３年度資金運用計画（案）の承認について 

・令和２年度第３回評議員会の招集について 

・評議員選任・解任委員会の招集および補欠評議員候補者の推薦に

ついて 

・役員等賠償責任保険契約の締結について 

・事務局長の選任について  
 

（評議員会） 

開催日 議 案 

第１回 
令和２年 

  ６月１９日（金） 

・令和元年度事業報告の承認について 

・令和元年度決算の承認について 

・令和２年度第１次補正資金収支予算（案）の承認について 

・理事の選任について 

第２回 

令和２年 

１２月２５日（金） 

（決議の省略による） 

・令和２年度第２次補正資金収支予算（案）について 

第３回 
令和３年 

  ３月２５日(木) 

・令和２年度第３次補正資金収支予算（案）の承認について 

・令和３年度事業計画（案）の承認について 

・令和３年度資金収支予算（案）の承認について 

・定款の一部変更について 

・令和３年度役員報酬の総額について 
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（評議員選任解任委員会） 

開催日 議 案 

第１回 
令和２年 

 ６月１２日（金） 

・評議員退任届の受理について 

・補充評議員の選任について 

第２回 

令和２年 

 ９月１１日（金） 

・委員長・副委員長の選出について 

・評議員退任届の受理に伴う解任について 

・補充評議員の選任について 

第３回 
令和３年 

  ３月１２日(金) 

・評議員退任届の受理に伴う解任について 

・補充評議員の選任について 

 

○他機関の会議への参画 

  草津市市政功労者表彰選考委員会、草津市民生委員推薦会、草津市人権擁護審議会、草津市健康づ

くり推進協議会、草津市ごみ問題を考える草津市民会議、草津市人権擁護推進協議会、草津市同和教

育推進協議会、草津市自殺対策推進会議、草津市福祉有償運送運営協議会、草津市地域包括支援セン

ター運営協議会、草津市認知症施策推進会議、草津市障害者施策推進審議会、草津市特定旅館建築規

制審議会、草津市あんしんいきいきプラン委員会、草津市青少年育成市民会議、草津市要保護児童地

域対策協議会、草津市立障害者福祉センター運営協議会、草津市発達障害者等支援システム推進協議

会、日本赤十字社滋賀県支部評議員会、社会福祉法人滋賀県共同募金会監査委員、公益財団法人草津

市コミュニティ事業団理事会、草津市総合計画審議会、草津市地域福祉推進市民委員会、草津市平和

祈念のつどい実行委員会、草津市都市計画マスタープラン策定委員会、草津市空家等対策推進協議会、

社会福祉法人湖南会評議員会、湖南地域社会福祉連絡協議会、県立むれやま荘 
 

○役員研修会１ 

  市社協事業の状況を見ていただくとともに、地域住民や福祉関係者とともに地域福祉活動について

研修いただく機会として、第３回草津市福祉教養大学第３講座をオープンキャンパスとして開催しま

した。 

 演 題：専門職と地域のくらし 

講 師：パネリスト 

 草津ゆうひ法律事務所弁護士 浅井 勇希さん 

       玉川地域包括支援センター所長 嶋村 謙太さん 

       草津学区社会福祉協議会会長 中村 陽子さん 

     コーディネーター 

 龍谷大学社会学部現代福祉学科教授 筒井 のり子さん 

開催日：令和２年１０月１５日（木） 

場 所：草津市立市民交流プラザ 

参加者：３７名 

 

〇役員研修会２ 

湖南地域社会福祉連絡協議会役職員研修会 

演 題：「地域共生社会の実現」が求められる状況における社協の役割 

講 師：武庫川女子大学 松端 克文さん 

開催日：令和２年１１月９日（月） 

場 所：野洲市社会福祉協議会 

参加者：２名 
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●職員会議、職員研修の開催 

  毎月、生活支援体制整備推進事業や地域福祉権利擁護事業、ボランティアセンターの運営について

職員会議を行いました。また、外部研修として、県社協主催の研修等に参加しました。  

 

●地球温暖化防止推進                     3,755 円  
ゴーヤカーテンを育て、夏季のエアコンの使用量を削減し、冬季はウォームビズに取り組み、地球

温暖化の防止に努めました。 

また、ペットボトルキャップやプルトップ、使用済み切手の回収（収集ボランティア）に取り組み、 

市内全体のエコ活動の啓発・推進に努めました。 

 

●市社協会費 
    令和２年度 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

一般会員 
31,629世帯 31,155世帯 30,395世帯 27,911世帯 31,804世帯 

 4,744,450円  4,673,200円 4,659,250円 4,860,100円 4,770,600円 

賛助会員 
  573.6口    585.6口 610.6口 620.6口 656.6口 

2,868,000円 2,928,000円 3,053,000円 3,103,000円 3,283,000円 

計 7,612,450円 7,601,200円 7,712,250円 7,963,100円 8,053,600円 

 

〇草津市社協賛助会員 応援ステッカーの作成・配布 

コロナ禍で日々奮闘されている草津市社協賛助会員に元気をお届けすべく、オリジナル応援ステッカ

ーを作成し、学区社協を通して、市内の企業・団体等 480社へ配布しました。 

 

●「社協くさつ」「ホームページ」有料広告            140,000 円 
  市社協広報紙「社協くさつ」にて、有料広告を募集し、財源確保に努めました。 

○社協くさつ広告掲載企業（基本枠４５，０００円） 

７月 １日号…木川営農組合、㈲三王都市開発、宅配ＣＯＯＫ１２３ 

  ９月１５日号…木川営農組合、㈲三王都市開発、宅配ＣＯＯＫ１２３ 

  １１月１日号…木川営農組合、㈲三王都市開発、宅配ＣＯＯＫ１２３ 

  ３月１５日号…木川営農組合、㈲三王都市開発、宅配ＣＯＯＫ１２３ 

 〇ホームページ広告掲載企業（基本枠２０，０００円） 

  令和２年６月から半年…㈱ヤマキ 

 

●善意銀行の活用と運用、寄附金の募集 

  寄附金の増収および地域住民が気軽に参加・協力できる地域福祉の推進を図るため、企業が提供す

る名刺に対し一定の割合で企業等が売り上げの一部を当会に寄附する「寄附付き名刺」を発行しまし

た。 

社会福祉全般における市民からいただいた善意の寄附金・物品は、善意銀行事業として社会福祉施

設、社会福祉団体や援助の必要な人のために役立てました。また、ボランティア基金に寄せられた寄

附はボランティアセンター運営にかかる事業実施のために活用しました。 

さらに、広報紙・ホームページにて、いただいた寄附金を掲載し、寄附金募集の啓発に努めました。 

 

 



[38] 

 

【寄附金状況】 

寄附名 
令和２年度 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 

寄附金額 寄附金額 寄附金額 寄附金額 

市社協が行う各地域福

祉事業に対する寄附 
57件 1,780,719円 69件 1,564,714円 42件 1,602,310円 43件 1,286,806円 

ボランティア 

基金事業 
10件 132,000円 9件 241,793円 12件 215,720円 8件 323,662円 

善意銀行 2件 50,000円 12件 399,636円 8件 177,400円 11件 416,616円 

施設設備等寄附金 1件 3,344,000円 1件 140,000円 0件 0円 0件 0円 

災害復興基金 0件 0円 0件 0円 0件 0円 6件 91,174円 

計 70件 5,306,719円 91件 2,346,143円 62件 1,995,430円 68件 2,118,258円 

 

【寄附物品状況】 ※順不同・敬称略 

 ○マスク ５件 （エステティックサロンユリノテ、加集 佐和子、匿名） 

  ○手作りマスク ３件 （草津市老人クラブ連合会、ノルディックサロン、中村 陽子） 

  ○ガーゼ １件 （山田 真弓）    ○入浴剤 １件 （フードバンク滋賀） 

○雑巾 １件 （ＪＡ草津市女性部）  ○折り紙 １件 （大阪ガス株式会社） 

○リハビリパンツ、大人用紙おむつ、尿取りパッド、子ども用紙おむつ等 ２０件 

○たわし １件 （匿名）       ○靴下 １件 （匿名） 

 

●共同募金（赤い羽根・歳末たすけあい）運動の推進 

民間福祉事業の振興を図るために１０月１日から１２月３１日まで、全国的に展開される「赤い羽

根共同募金運動」を推進しました。 

 

 

 

 

 

●赤十字事業の推進(日本赤十字社滋賀県支部草津市地区事務局)     

  日本赤十字社の活動資金募集や、赤十字活動の普及を図りました。また、赤十字活動を支えるボラ

ンティアである草津市赤十字奉仕団の活動を支援し、「社協くさつ」にて団員募集記事を掲載し、団

員の増員を呼びかけました。 

義援金名 義援金額 

令和３年２月福島県沖地震災害義援金 ４５円 

令和２年７月豪雨災害義援金 ２８０，２１７円 

令和元年台風第１９号災害義援金 ２，３８２，８４４円 

令和元年台風第１５号千葉県災害義援金 ５６，８３９円 

令和元年８月豪雨災害義援金 ６１，７０７円 

平成３０年７月豪雨災害義援金 ２，１５８，７０３円 

平成２９年７月５日からの大雨災害義援金 １，８４０，４２４円 

赤い羽根共同募金 ８，６６８，１５８円 

歳末たすけあい募金 ５，５３８，５４７円 

計 １４，２０６，７０５円 
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この事業報告書は、第３次地域福祉活動計画（Ｈ29～Ｈ33）の進捗・評

価の観点から、活動計画の推進項目と整合性を持たせた構成としました。 

平成２８年熊本地震災害義援金 ７，５１２，００２円 

東日本大震災 ５６，００４，９７０円 

合計 ７０，２９７，７５１円 

 

 

●学区社協の活動拠点「ふれあいハウス絆」「立ち寄りカフェゆかい家」への支援 

  志津南学区と草津学区にある学区社協の活動拠点「ふれあいハウス絆」と「立ち寄りカフェゆかい

家」が実施する事業、活動に対する相談や物資の支援を行い、活動の活性化を図りました。 

  また、ボランティアをやってみたい人にゆかい家での活動を紹介し、実際に活動につなげました。 

 

 

 

 

 

住民を支えるしくみと活動を支えるしくみ 


